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■基礎研究部会
部会長：田辺新一 幹事：柳井崇

2007年度 2008年度 2009年度 3年間の成果と課題 2010年度以降

　知的生産性を高める環境・設備計画のあり方に
関して、実験室実験、実測から得られた知見を通じ
て客観的な検証を行う。

　
　知的生産性評価ツールを精査の上、標準化す
る。
　実際の執務空間において、標準化した手法を用
い物理環境、居住者申告および知的作業のパ
フォーマンスを測定する。

　前年度までに収集した、知的生産性評価に関す
る知見に基づき、標準的な評価手法を提示する。
　提示した評価手法を用い、オフィスビル等におけ
る実測事例を蓄積し、評価する。

①知的生産性
評価ツールの
精査と標準的
方法の提示

1)被験者実験やオフィスの現場実測における、知的
活動のパフォーマンス評価手法に関する学術デー
タを整理した。
→PPT7[Ｐ-tool ]

2)疲労やメンタルワークロード等の人体反応につい
て、その客観的評価手法と研究事例に関する情報
を収集し、議論を行った。
→PPT5[室内環境質と知的生産性の評価]

1)知的活動の階層モデルと知的生産性評価手法を
対応させた。
2)ワークスケールを、個人・グループ・組織の3段階
に区分し、個人の知的活動や人体反応の位置づけ
を明示した。
3)定量化の目的別に、次の5つの指標について収
集した定量評価手法を整理した。
①室内環境質の物理的測定
②人体反応測定（生理・心理反応、行動）
③知的活動の測定（P-TOOL等）
④グループの活動の定量化
⑤組織
→PPT6[室内環境質と知的生産性の関係]

　

1)2008年度までに収集した、知的生産性評価の現
状の方法やツールを整理・精査し、標準的な評価
手法を提示した。
2)知的生産性と建築空間に関するマトリックスを検
討し、基礎研究部会の位置づけや研究対象を整理
した。
→PPT3[知的生産性と建築空間に関するマトリックス]
→PPT4[知的生産性評価ツールの精査と標準的方法の提示]

3)webアンケートシステムを用いた、心理量測定方
法の標準的な方法（W-PA: Workplace Productivity
Assessment）を提示した。
　①疲労
　②執務環境に関するアンケート
　　（環境に対する満足度等）
　③能力分類申告
　④主観作業能力　など。
→PPT8[Webアンケートシステムを用いた、心理量測定方法
の標準的方法]

1)知的活動の階層モデルと知的生産性評価手法を
対応させ、評価手法の枠組みを整理した。
2)ワークスケールを、個人・グループ・組織の3段階
に区分した。個人の知的活動や人体反応の位置づ
けを明示した。
3)定量化の目的別に、5つの指標について収集した
定量評価手法を整理した。
4)webアンケートなど、標準的な評価手法を（W-PA:
Workplace Productivity Assessment）として示した。
米国における満足度評価手法（OSS）との連携を
行った。「執務環境に関するアンケート（環境に対す
る満足度等）」をはじめ、「疲労」、「能力分類申
告」、「主観作業能力」などのアンケート項目を提示
した提示した。
5)評価手法の目的やニーズを明確とすることが重
要である。

　クラウド型評価手法を開発、室
内環境測定手法の整理を行い、
格付け方法の策定を行う。前期3
年間で収集した評価手法のブ
ラッシュアップを行う。

②最新研究情
報の収集

1)学術データや専門家によるヒアリングによる情報
収集を行い、室内環境要素と知的生産性の関係を
整理した。
2)室内環境質が知的生産性に与える影響を評価す
るためには、知的活動の作業効率を定量化するだ
けでなく、人間の生理・心理反応といった人体反応
を併せて評価する必要があることを示した。
3)ISO-TC205の動向に関する情報収集（鉾井委
員）。
4)網膜の視覚情報処理の生理的メカニズム、概日
リズムの光同調および瞳孔反射に関わっている内
因性光感受性網膜神経節細胞（ipRGC）の情報収
集（高雄先生）。
→PPT9[最新研究情報の収集]

1)学術データや専門家によるヒアリングによる情報
収集を行い、室内環境要素と知的生産性の関係を
整理した。
2)光・視環境基礎WGを設置し、光環境の良悪を決
定する「視認性」「不快でないこと」「雰囲気」の三要
素に関する国内外の学術資料の収集および整理を
行った。
3)スピーチプライバシーに関する知見や動向(上野
先生）。
4)創造性と知的生産性評価の位置づけ（加藤委
員、柳父氏）。
5)オフィスにおける行動調査に関する情報収集（恒
川先生）。
6)生産性向上に関するオフィスや建築空間の事例
収集（岸本氏、渡邊先生、柳井委員）。
7)知的作業の処理速度と誤答率の情報収集（岩下
委員）。
8)知的活動の場を対象とした建築環境要素に関す
る実験事例（高橋委員）。
9)作業効率の評価ツールの研究事例（西原委員、
羽田氏）。
→PPT9[最新研究情報の収集]

1)学術データや専門家によるヒアリングによる情報
収集を行い、室内環境要素と知的生産性の関係を
整理した。
2)米国における環境の満足度評価手法（OSS）につ
いて学術データ収集。
3)光・視環境と知的生産性に関する情報収集（岩田
委員）。
4)非定常な温熱環境と知的生産性について（久野
委員）。
)サーカディアン照明や、最新のガラス技術の動向
など、環境・設備に関する技術に関する情報収集
（寺野氏、平松委員）。
→PPT9[最新研究情報の収集]

1)学術データや専門家によるヒアリングによる情報
収集を行い、室内環境要素と知的生産性の関係を
整理した。
2)知的活動の作業効率を定量化するだけでなく、人
間の生理・心理反応といった人体反応を併せて評
価する必要があった。
3)特に満足度や疲労などの人体反応が作業効率
に影響を与えるため、評価手法に反映させた。
4)室内環境質、人体反応、知的活動の作業効率と
の関係は単純ではない。関係性について議論を
行った。
5)知的生産性評価に関する広範囲な専門家ヒアリ
ングが行われ、知見の収集を行うとともに、評価手
法の枠組みや課題を抽出することができた。

　学術データや専門家によるヒア
リングによる情報収集を継続し、
室内環境要素と知的生産性の関
係を整理する。

③調査事例の
収集

1)温熱環境が知的生産性に与える影響に関する被
験者実験およびコールセンター等のオフィス実測に
よる研究成果を収集し、知見を整理した。
→PPT10[コールセンターにおける研究事例]

2)欧州の暖房空調学会REHVAの研究動向に関す
る情報を収集し、知的生産性評価を考慮したライフ
サイクルコスト分析について議論した。

1)創造的活動を主体とするオフィスの執務環境評
価としてN社における、環境測定、執務者行動調
査、執務者申告調査、知識創造性に関する定量的
トライアル評価事例について議論した。
→PPT11・12[N社実測例]

2)T社の技術研究所にて、在室研究員19名を対象
として夏季クールビズ対応時の室内光環境及び温
熱環境を測定すると同時に室内環境に関する主観
評価を実施した。

1)webアンケートシステムを用いた簡易測定の立
案。

2)知的生産性向上および省エネルギー性が求めら
れる設計事例について紹介いただき、知的生産性
評価の観点から議論を行った。

1)国内外の被験者実験やオフィス等の実測結果を
収集し、知見を整理した。

2)提示した評価手法を用いたオフィス等の実測調
査では、事例ごとのケーススタディにとどまった点
が課題である。大規模な調査を行うには協力いた
だけるオフィスや予算が必要となる。

　標準的な評価手法を用い、協
力頂けるオフィスでの実例を収集
する。
　可能であれば、ケーススタディ
だけでなく、同一の方法で複数の
オフィス事例で測定し、調査事例
の比較を行うなど、応用・展開を
図りたい。

環境・設備により作り出された物理環境が知的生産性に及ぼす影響を生理／心理的な側面から評価する方法に関して、情報を収集
し、検討を行う。
→PPT2[研究背景]

1)環境・設備により作り出された物理環境が知的生
産性に及ぼす影響を生理・心理的な側面を含めて
評価する方法に関して検討した。
2)現状の知的生産性評価手法を整理・精査し、標
準的な評価の枠組みや手法を提示した。
3)提示した評価手法を用い、オフィスビル等におけ
る実測事例を蓄積した。

　環境・設備により作り出された
物理環境が知的生産性に及ぼす
影響を評価する手法を精査し、応
用・展開する。部会の

活動目的
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■環境・設備部会
部会長：川瀬貴晴 幹事：杉浦敏浩

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と課題 2010年度以降

部会の
活動目的

知的生産性の向上のためには空気環境や温熱環境な
どの物理的環境に対する十分な配慮が重要である。本
部会は、物理的環境について、主として主観的な側面か
ら環境・設備計画が知的生産性に及ぼす影響を検討
し、生理･心理部会の検討結果も踏まえて知的生産性を
高める環境・設備計画のあり方を検討する。

同左 同左

当初の目的の基本的事項は達成されたと考えられる。
しかし今後さらに内容を洗練させる必要がある。
また、検討結果を実際の計画に生かすためには、検討
結果をわかりやすく整理、表現することも考えていく必要
がある。

目的は同じとする。

（１）国内外の文献
を調査し、環境・設
備計画が知的生
産性に与える影響
を検討する。
＜文献データベー
ス作成＞

文献調査を統一的にまとめ今後の研究に生かすために、
文献フォーマットの検討を行った。文献フォーマットは著
者、発表年、研究機関、タイトル、サブタイトル、定量データ
の有無、入手先、概要などを記した。

07年度に検討したフォーマットに従って研究論文等を収集
し、データベースとして整理した。英文文献においては、抄
録のあるものについてはそれをデータベースに収録し、そ
の和訳も添付した。また、それらの文献の重要度について
も委員の投票により判断し、その得票数もデータベースに
添付した。

引き続き文献収集を行った。
最近までの主な文献の収集は完了し、データベースとし
て整理した。
＜主要文献データベース作成＞

データの収集を継続し、データベー
スのWEB化を検討する。

（２）国内外の先進
事例を調査し、環
境・設備計画が知
的生産性に与える
影響を検討する。
＜環境要素の抽
出＞

知的活動は建築空間や環境・設備条件との関連があると
の仮定のもと、これらを概念的に表すモデル（三階層モデ
ル）の検討を行った。知的活動は大きく３つのフェーズ（ここ
では階層と表現）が相互に或いは同時に進行するとし、各
フェーズで必要となる環境特性を検討した。

建築空間部会と共に先駆的施設の海外視察を行った。設
備的視点から当部会で検討している環境要素マップ（空
間・環境・心理マトリクス）の概念を応用して各施設の概要
をまとめた。

建築空間部会と連携して国内先進事例の調査を行うと
共に環境要素マップの内容検討を行った。また、環境要
素マップの概念を各部会の検討内容とリンクするための
検討を行った。

建築･設備計画と知的生産性の関係を環境要素マップ
の形でまとめた。
＜環境要素マップ作成＞

内外の最新事例を調査し、環境要素
マップの上に表現することによって
マップを洗練する。

（３）既存ビルの知
的生産性をアン
ケート等の主観的
手法で評価する手
法について検討
し、生理･心理部
会の検討結果も含
めて評価手法を整
理する。
＜評価方法の整
理＞
＜主観評価手法
の開発＞

空気調和・衛生工学会、日本建築学会で検討・利用されて
きた知的生産性評価のための主観評価票SAPをベースに
検討をし、本委員会と連携しながらこれを見直し、Ｗｅｂ化
するための基本検討を行った。

人の生理や行動を把握・分析する手法を収集し、実際のオ
フィスにおける適用可能性の可否について検討した上で、
整理分類した。
Ｓ Ａ Ｐ 2008(Subjective Assessment of workplace
Productivity)のＷＥＢ版を試行し、ＳＡＰ小委員会と連携し
て一般公開に向けた検討を行った。

WEB版SAP2009版を試行し公開に向けて検討を行っ
た。

既存の人の生理や行動を把握・分析する手法を収集
し、整理分類した。
SAP小委員会と連携してWEB版SAP2009を公開した。
＜評価手法整理＞
＜WEB版SAPオフィス公開＞

SAP２００９の実績を積むことによっ
てその結果を診断や改修に結びつ
ける手法を検討する。また、SAPの
他用途への展開を検討する。

（４）知的生産性を
向上させる環境・
設備の各種技術・
計画手法を検討す
る。
＜計画モデル案の
作成＞

従来の建築計画では、健康性や快適性を目標にして、不
満やクレームの無い計画が行われてきたが、依然残る不
満の解消を図り、さらに、よりポジティブな価値を持つ建築
空間を目指した熱環境、空気環境、光・視環境、音環境、
IT環境のあり方を考え、建築用途別にこれからの新しい目
標（価値）を洗い出し、その目標に向かって建築・設備計画
がどうあるべきかを検討した。

知的活動と環境性能の様々な因果関係を構造的に整
理し、建築・設備仕様から環境性能、人間反応を経て知
的作業に至る多数の影響パスからなるネットワーク図を
作成した。また、建築・設備計画がどうあるべきかを、集
中する空間、フォーマル／インフォーマルなコミュニケー
ション空間、リラックス空間、リフレッシュ空間に分類し、
環境要素マップ（空間・環境・心理マトリクス）を用いて検
討した。

ネットワーク図を見直し、洗練すると共に三階層モデル
との整合検討を行い、環境要素マップの内容検討を進
め、知的生産性を向上させる環境・設備の計画モデル
作りを行った。

ネットワーク図、環境要素マップなどの考えをベースにし
て、環境・設備の技術や計画手法に関する基本検討（骨
格作成）を行い、知的生産性を向上させる環境・設備計
画の基本モデルとして、性能・仕様をまとめそれを環境
設備計画との関係を示す図（ビヘイビア図）として示し
た。
＜因果ネットワーク図作成＞
＜要求性能仕様作成＞
＜環境設備計画とビヘイビア図作成＞

知的生産性が向上する環境･設備技
術、計画手法に関する体系化（ガイ
ドライン化）検討を行う。
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■建築空間部会
部会長：宗本順三 幹事：徳本幸男、松下大輔

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と課題 2010年度以降

部会の
活動目的

知的生産性の基礎的研究の成果を具体的な建築
空間に反映させたワークプレイス（「仕事場」）の計
画方法の研究と実践的な設計に向けた設計知識
の収集・空間の提案、ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方法の研究
を行う。

同左 同左 １)調査事例の 設計知識化
プロジェクト・マトリックスによるワークプレイスの知
識の体系化をはかった。
マトリックスを検索キーワドにしたデータの検索シ
ステム（SPACERS)を開発した。
２) ワークスタイルの解明
働き方調査によって、オフィス ワーカーのワークス
タイルの解明
３）先進事例調査
４）社会への還元（シンポジュウムの開催）
本の出版

２） 新分野へ
都市空間と一体となったワークプレイス
の知的生産性の研究（キャンパス型、郊
外型など）
オフィスの工場化、大空間化、個性化な
どの新しいワークプレイスの計画研究を
おこなう

先進事例の調査

●国内外の先進事例の調査を行い、事例収集と
空間を評価する手法を検討した。

事務所、研究所について、歴史的にエポックとなっ
た事例、世界的にトップクラスの研究所の事例、事
務所建築の事例、コンバージョンや改修によって
生み出された新しい空間の事例などの収集を行っ
た。

●海外調査ＷＧの活動

１）ワークプレイスの先行研究やワークプレイスの
先進事例の調査を行った。
２）国内および海外先進事例の調査に先立ち、調
査物件の選定、調査班の結成、調査計画の検討
などを行った後に、海外先進事例（20件）の訪問イ
ンタビュー調査を行った。

●国内受賞作品を中心に国内先進事例のの調査
を行った。

●これらの資料のデータベースの作成を行った。

●先進事例調査

海外先進事例（20件）
国内先進事例（20件）の調査資料をプロジェクト・
マトリックス形式に整理してデータベースの作成を
行った。

１） 蓄積したデータの設計知識の活用す
るためのツールとしての検索システムを
コンソーシアムメンバーへ開放して還元
をはかる。
２）さらにデータベースの一層の充実を
はかる

ワークプレイスの
計画要件の研究

●知的生産性を向上させる建築環境の各種計画
技術・マネジメント技術を検討する。(1) オフィスの
知的生産性の定義(2) モニタリング技術の重要性
（3）ワークプレイス整備事例1) コミュニケーション
の活性化
2) 情報及び知識共有が図りやすい環境を提供
3) 生産性、モチベーションの向上による斬新なア
イディアを創出
4) 開放的なワークスペースとレセプションエリアの
融合による顧客へのブランディングの提唱
5) 社内の各部門の成果をＰＲ
6) リフレッシュできるスペースを提供
7) 能力の高い人材を維持、獲得

●国内および海外のワークプレイスの先進事例を
調査し、分析するために、対象建物の特徴を、「建
築空間の計画要件（横軸）」と「経営者のコンセプト
に合致するワーカーの行動（縦軸）」の２軸を基準
にマトリックス化する方法を構築した。

●建物諸元と併せて、プロジェクトマトリックスシー
トとして、ワークプレイスの先進事例をデータベー
ス化した。

●マトリックスの評価項目の一般化をはかるととも
に、他部会とのマトリックスの評価項目の共通化を
目指した調整を行った。

●プロジェクト・マトリックスを用いた先進事例の
データベースを作成した。プロジェクト・マトリックス
を用いたデータの検索システム（SPACERS)を構築
した。

●調査事例の設計知識化に向けた取り組みとし
て、プロジェクト・マトリックスを用いた調査事例の
データや知識の体系化を図った。

１）計画要件や設計要件を評価項目として洗い出
し、マトリックスの形式を他部会の研究とすり合わ
せて一般化した。
２）国内外の事例調査をおこない先進事例をプロ
ジェクト・マトリックスとして蓄積し、評価項目を検索
キーワドにしたデータの検索システム（SPACERＳ)
を構築した。

１）都市空間と知的生産性の研究（キャ
ンパス型、郊外型など）
２）研究施設など知的活動施設の研究
設計知識の活用
３）コンソーシアムメンバーへの還元、コ
ラボレーション
４）データベースの充実、活用

生産主体のワー
クスタイルの研
究

●「仕事場」における人間行動・心理と知的生産性
を向上させる建築空間を検討する。ワークスタイル
の変化（丸の内を例として）と地区のブランド化

●知的生産性に関連する人間行動（上記建築的
要因と関連させて調査、分析）の把握

知的生産性に関連する人間行動の実験・調査
知的生産主体（ナレッジワーカー）がワークプレイ
スをはじめ様々な場所において、毎日の時間の中
で、どの様な働き方をしているか、すなわち「どん
な属性のナレッジワーカーが、いつ、どこで、誰と、
働いているか」の大綱を知的生産性研究の基本
データとして明らかにするために、当委員会の協
力企業15社、のべ575人を対象とするアンケート調
査を行った。

●働き方調査データの解析を行いワーカーの行動
時間、場所、働き方を定量的に明らかにした。さら
にその特徴を分析してワークスタイルを明らかにし
た。

●これらを「働き方調査報告書」として、協力企業
部会メンバーに還元した。

得られた知見の特徴として、職位に基づいた全社
横断的な分析結果に、ワーク時間の使い方の明
確な特徴が得られた。引き続きワークスタイルの
解明のために、時系列に基づく業務の順序や規則
性を見出すために、確率的分析等のデータマイニ
ング手法を用いた分析を行って、働き方のパター
ンつまりワークスタイルを見いだした。

 ●「働き方調査報告書」として、協力企業部会メン
バーに還元した。

得られた知見の特徴として、職位に基づいた全社
横断的な分析結果に、ワーク時間の使い方の明
確な特徴が得られた。引き続きワークスタイルの
解明のために、時系列に基づく業務の順序や規則
性を見出すために、確率的分析等のデータマイニ
ング手法を用いた分析を行って、働き方の12パ
ターンつまりワークスタイルを見いだした。

１）これまで働き方調査をした建物事例
調査、平均的な事例調査等のワークプ
レイスと働き方、ワークスタイルとワーク
プレイスの関係を調査する。
２）多様な働き方（多様なワークスタイル
の研究）の調査を行う

社会への還元

…… ●シンポジュウムの開催 ●コンソーシアムメンバーへのマトリックスを検索
キーワドにしたデータの検索の開放

●出版として「知恵の生まれるオフィスづくり（仮
称）」の出版を計画している。

……

フリーアドレス調
査研究小委員会

…… …… ●観察調査・UWBセンサーネットワークを用いたフ
リーアドレスと固定席のワーカーの行動研究

●観察調査・UWBセンサーネットワークを用いたフ
リーアドレスと固定席のワーカーの行動研究

……
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■経済性評価/格付部会
部会長：伊香賀俊治 幹事：林立也

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と課題 2010年度以降

知的生産性の評価に関係する文献、既往研究の調査・
収集を行い、評価に関係するパラメーターについての検
討を行う。

知的生産性の評価に関係するパラメーターの抽出と各
項目間相互の関係について検討を行い、の評価体系の
原案を作成する。

知的生産性に関わる評価項目間の重み付け、知的生産
性評価の経済的価値についてアンケート手法による検
討を行い、評価手法を作成する。

１）国内外の既往
研究を調査

①国内外の既往研究、並びに米国の建築物総合環境
性能評価システム（LEED-NC、LEED-EB）など、海外の
先行事例について調査を行った。

②部会委員を中心として、フィールドでの知的生産性に
関する研究事例の収集を行った。

継続

２）建築物総合環
境性能評価システ
ム（CASBEE）の知
的生産性評価へ
の反映方法に関
する検討

①CASBEEの枠組みを利用した知的生産性評価の可能
性について検討を行った。

①CASBEEの評価項目と知的生産性評価に関連する項
目の抽出を行った。

②各部会の報告を参考とし、CASBEE評価項目では不
足する評価項目の抽出を行った。

①評価項目間の重み付けを設定するために知的生産
性に関連する執務者アンケートを実施した。

②既往研究、アンケート分析を用いた評価方法について
検討を行い、「作業効率」、「知識創造容易性」、「作業の
意識向上」、「優秀な人材確保」という４つの中間指標か
らなる知的生産性評価手法を作成した。

①CASBEE評価への知的生産性の
組み込みについて検討を行う。

３）知的生産性の
評価／格付けシス
テムと連携した経
済性評価手法の
検討

①作業効率の向上を給料換算することによる知的生産
性向上の経済性評価について試算を行った。

①知的生産性の経済的価値としての表出方法について
議論を行い、バランススコアカードなどを参考に、評価体
系について検討を行った。

①総務系担当者を対象とした知的生産性向上に対する
支払い意思額のアンケートを行った。

②支払い意思額アンケートの分析より、知的生産性評
価と経済性の相関について検討を行った。

①実オフィスを対象とした知的生産
性評価のケーススタディを実オフィス
を対象に行い、使い勝手なども含め
た包括的な意見収集を行い、評価手
法のブラッシュアップを図る。

②賃料などの客観指標との相関に
ついて分析を行い、経済性評価につ
いて見直しや補正を行う。

４）知的生産性評
価の活用に関する
検討

…… …… …… ……
①不動産評価における判断材料の
一つとしての活用など、本評価手法
の活用先について、議論を行う。

部会の
活動目的

個々人および組織総体としての知的生産性向上に資する建築物の総合的な経済性と環境性能の評価・格付け手法を検討する。
第一案として完成した評価方法につ
いて、他部会での検討成果を随時盛
り込んでいくとともに、普及促進を図
るべく、ケーススタディの実施、賃料
などの客観的指標との相関分析な
どを行い、評価方法の洗練を図ると
ともに、活用方法について検討を行
う。

（成果）
①CASBEEの評価体系、他部会の知見と部会内の多岐
にわたる専門知識を収斂し、具体的な評価手法の原型
を開発した。

②知的生産性向上の経済的価値を想定した評価体系
の構築と、支払い意思額アンケート分析による知的生産
性評価と経済性の相関について、既往の作業効率に関
する議論から大きく発展した知見を獲得した。

（課題）
①現在の評価体系や評価基準に他部会の知見を収斂
し、統合評価指標としての洗練を図る必要がある。

②現状の評価手法における項目間重み付けや、経済性
評価は、ワーカーの主観に基づいたアンケートに根拠を
求めているため、ケーススタディなどを通じた客観性の
確保が必要となる。
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■応用部会　学習環境小委員会
委員長：伊藤一秀

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と課題 2010年度以降

教室環境に関する実態調査データの収集，教室環境と
学習効率に関する国内外の学術データの収集．
資格試験対策予備校(20代～40代の成人)の教室環境と
学習効率に関する介入調査の実施

若年層(15歳～22歳の高専学生)を対象とした，教室環境
と学習効率に関する介入調査の実施

若年層(13歳の中学生)を対象とした，教室環境と学習効
率に関する介入調査の実施

年齢層Ⅰ
資格試験対策予
備校(20代～40代
の成人)の教室環
境と学習効率に関
する介入調査

統一された映像講義と講義内容の理解度を確認する小
テスト，主観申告票を用いた学習効率の介入調査を実施
し，成人(20代～40代)を対象とした場合の換気量と学習
効率，室温と学習効率の関係を整理した．特に室温に関
しては学習に対する最適設定値の存在可能性を確認し
た．

- - 完了

年齢層Ⅱ
若年層(15歳～22
歳の高専学生)を
対象とした，教室
環境と学習効率に
関する介入調査

-

2007年度調査に続き，統一された映像講義と講義内容
の理解度を確認する小テスト，主観申告票を用いた学習
効率の介入調査を実施し，若年層(15～22歳)を対象とし
た場合の換気量と学習効率，室温と学習効率の関係を
整理した．特に室温と学習効率の関係では，成人と若年
層では差異があることを確認した．

- 完了

年齢層Ⅲ
若年層(13歳の中
学生)を対象とし
た，教室環境と学
習効率に関する介
入調査

- -

学習効率の客観評価を目指し，全国学力テストを参考に
オリジナルのテストを作成し，主観申告票を併用した教室
環境と学習効率の介入調査を実施し，若年層(13歳の中
学生)を対象とした場合の教室環境と学習効率の関係を
整理した．(12月10日まで宇都宮で介入調査を行ってお
り，現在データの整理中)

完了

専門家ヒアリングと
文献データ整理

-

部会の
活動目的

学習を行う教室環境に着目し，現状調査，文献調査を行うと共に，様々な年齢層を対象として教室環境と学習効率に関する介入調査を実施し，その関係に関する検討を行
う．

独立した小委員会としての活動は
2009年度で完了し，本章委員会の成
果を別部会，例えばSAP委員会等に
フィードバックしていく枠組みで活動
を継続(希望)

小委員会の活動は当初計画の通り実施され，一定の成
果を得た．

大きく3つの年齢層を対象として教室環境と学習効率に
関する介入調査を実施し，特に室温と学習効率の関係，
換気量と学習効率の関係を検討した．

教室環境と学習効率の主観評価法に関して，特にSAPと
の連携が期待される．

教室環境と学習効率に関する調査事例，学術データの収集を行うと共に，社会学，教育学，計画学分野の専門家によるヒアリングおよび委員による議論を行った．
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■応用部会　医療環境小委員会 20009年12月●日

部会長：中山　茂樹

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と仮題 2010年度以降

部会の
活動目的

医療環境、特に
病院内における
活動について生
産性を上げる環
境づくりとは何か
を明らかにする。

医療においては知
的生産性という言葉
とはそぐわない面も
あるが、一方、効率
的で効果のある医療
を提供することは急
務の課題である。本
小委員会では、医療
提供者の視点から
医療作業の環境的
条件の整理と、医療
を受ける側すなわち
患者の視点で生産
を見るときは、治癒
的な環境づくりが求
められるという簡単
から研究を行う。

……

●もっとも効率性が求められるICU(集中治療部)に
おける看護作業について、投入する人的マンパ
ワーと得られる成果とを客観的に評価する手法を
探った。

●生産性に関係すると思われる指標(手術件数・検
査件数など)と生存率を外的基準に置いた重回帰
分析によりある程度の相関を見出した。

●患者の視点から治癒的空間の創造についての
研究に着手した。

こうした研究は米国を中心に医療環境のEBD(Evidence Based
Design)として開始されているが、わが国ではほとんど行われて
いない。そこで、文献調査として諸外国の医療環境と物理環境
に関する論文を収集し、治癒的環境づくりに対する視点のあり
方、分析手法、実験方法などを整理した。すでにわが国でも行
われている騒音に関する調査が多いが、癒しの環境から治癒
的環境に変換が求められているわが国の医療環境における研
究手法の方向性を見出す。

●医療および医療施設における「生産性」の概念を
模索した。

オフィスなどの施設種別と比較し、医療施設における利用者
は。大きく医療提供者と受領者という二つの異なる立場があ
り、具体的な活動内容はもとより、その目的も大きく異なる。こ
れまでの研究では、医療提供者における生産性とは医療提供
を安全に、しかも効率的に行うことであり、結果として治療成績
を上げることと定義することができる。これらは「知的生産性」３
階層モデルにも合致するものである。一方、医療を受ける立場
としての生産性は、安全で快適な入院生活がおくれ、かつ、な
るべく早い期間で回復することであり、そこに患者の物理的環
境が大きく関与していることを確認した。確証にもとづく医療
（EBM）が指摘されて久しいが、このことは同時に確証にもとづ
くデザイン（EBD）の必要性も問うている。こうしたアプローチは
まだ緒についたばかりであるが、生理的反応ばかりでなく、医
療パフォーマンス指標としての治癒成績、回復率、在院期間
などの指標により、医療における生産性の概念を確立しつつ
ある。

(1)階層モデルとそのスペース、そ
れぞれの行為について、医療環
境のくくりの中で視覚化する
既に当研究会でまとめている知的生産
性３階層モデルとそれに関わる環境を示
すマトリックスが、上述したように医療に
おける生産性概念の確立が遅れたため
に、示していない。今回各部門ごとの階
層モデルとそのスペース、およびそれぞ
れの行為をまとめたが、これを医療環境
という大きなくくりの中で、視覚化すること
が必要だと考える。

(2)確証にもとづくデザインについ
て、より多くのモデル研究を検討し、
汎用化する。

(3)近年の建築に求められるサステ
イナビリティとEBDが両立するかにつ
いて検討する。
医療におけるEBDを中心とした課題を探
求していきたいが、そのフィールドはこの
3年間と同様の病棟や手術部などが中
心となろう。
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■普及推進委員会
委員長：坊垣　和明

2007年 2008年 2009年 3年間の成果と課題 2010年度以降

部会の
活動目的

同左

成果の普及・広
報　　シンポジウ
ムなど

■第１回シンポジウム
　　2008年1月28日（木）建築会館
　　内容：各部会の活動報告を中心として
　　参加者：１４５名（一般９０名、関係者５５名）

■第２回シンポジウム
　　2008年8月6日（水）　新宿住友ホール
　　内容：知的生産性に関する研究と応用の
　　　　　　最新動向
　　　　　　オフィスの動向とビジョン（岸本章弘氏）
　　　　　　事例を踏まえた将来展望
　　　　　　　　　　　　　（可児才介氏、恵良隆二氏）
　　参加者：９４名（一般４９名、関係者４５名）

■第３回シンポジウム
　　2009年1月23日（金）　すまい･るホール
　　内容：知的生産性を高める先端オフィスの
　　　　　　国際事例報告
　　　　　　建築計画部会を中心とした海外調査報告
　　参加者：１３０名（一般９４名、関係者３６名）

■第４回シンポジウム
　　2009年3月19日（木）　すまい･るホール
　　内容：知的生産性に関する研究と応用の最新動向
　　　　　　設計者から見た知的生産性（山梨和彦氏）
　　参加者：１０３名（一般７３名、関係者３０名）

■第５回シンポジウム（出版記念シンポジウム）
　　2010年1月28日（水）　　すまいる・ホール
　　内容：１月に出版された２冊の本の解説を中心に、
　　　　　　内外の最新研究動向を紹介
　　特別講演：パーヴェル・ワルゴスチ氏
　　　　　　　　　（デンマーク工科大学）
　　　　　　　　　欧州における知的生産性研究の
　　　　　　　　　最新動向
　　参加者：９０名（一般３０名、関係者６０名）

■出版
　　①入門書「建築と知的生産性」　2010年1月28日
　　②「ＳＡＰ入門書」　2010年1月28日

■今後の予定
　　③ガイドライン(設計支援のための実務書）
       とりまとめ2010年前半
　　内容：知的生産性の高いオフィスの設計支援ガイド

５回のシンポジウムを開催

３冊の本を出版（予定含む）

■シンポジウムの開催
不定期ではなく時期を特定
し、定期的な開催とする（毎
年１１月ころ）
第６回シンポジウム「ＣＡＳＢ
ＥＥとＳＡＰによる知的生産
性評価に向けて」２０１０年１
１月

■知的オフィスコンペ・表彰
普及促進活動の一環とし
て、知的生産性の高いオフィ
スを顕彰する。
実物部門とアイデア部門
・実物部門：実建物の顕彰
は、評価基準等を固めてか
ら実施（２０１１年度以降）
・アイデア部門：既存の知見
と審査員の判断で評価（２０
１０年度から実施を検討）

■設計ガイドライン(設計支
援のた めの 実務 書） 出版
最終年度
内容：知的生産性の高いオ
フィスの設計支援ガイド

調査研究活動の
支援

■建築空間部会が主体となって実施した海外事例調査
の企画・実施等を支援した。

■調査研究や海外調査等
の企画・実施を支援

研究推進のため
の組織の設立・
運営

■産学官の連携による知的生産性研究コンソーシアム
（会長：村上周三(独)建築研究所理事長）を設立し、活動
を開始した。
設立総会　2008年8月6日（水）　19社・機関が参加

■知的生産性研究コンソーシアムの活動を支援
   2009年度末参加　19社・機関

■知的生産性研究コンソー
シアムの活動を支援
（参加機関増加活動等含
む）

各部会での調査研究活動の支援および成果の広報等を集約し効率的に実施することを目的とする。
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